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自
民
党
と
公
明
党
に
よ
る
連
立
政
権

「
安
倍
内
閣
」
が
誕
生
し
て
１
年
が
過
ぎ
、

経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

効
果
が
期
待
に
反
し
地
方
財
政
ま
で
届
い

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
、
国
内
は
、
欧
州
金
融
危
機
に
端
を

発
し
た
世
界
同
時
不
況
の
影
響
か
ら
依
然

と
し
て
抜
け
出
せ
な
い
状
況
で
あ
り
、
財

政
健
全
化
や
医
療
、
介
護
、
年
金
と
い
っ

た
社
会
保
障
制
度
の
再
編
な
ど
極
め
て
重

要
な
課
題
の
先
行
き
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
若
年
雇
用
の
縮
小
、
震
災
か
ら
の

復
興
の
遅
延
な
ど
に
よ
り
、
社
会
全
体
に

慢
性
的
な
閉
塞
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

95
兆
８
，８
２
３
億
円
程
度
と
し
、
過
去

最
高
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
12
月

上
旬
に
決
定
し
た
補
正
予
算
を
一
体
と
し

て
、
機
動
的
財
政
運
営
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
増
税
に
よ

る
景
気
腰
折
れ
の
回
避
を
目
指
す
と
し
て

い
ま
す
。

　

生
活
保
護
費
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保

障
関
係
費
の
大
幅
な
自
然
増
が
続
い
て
い

る
こ
と
が
、
地
方
の
財
政
に
と
っ
て
共
通

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共

施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
全
国
的
に

進
ん
で
お
り
、
そ
の
整
備
費
用
も
今
後
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
借
入
金
残
高
は
、
地
方
交
付
税

の
代
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
発

行
に
よ
り
、
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
地

方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

地
方
財
政
は
、
国
の
施
策
の
影
響
を
強

く
受
け
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
国
の
動
向
を

注
視
し
、
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
編
成
は
、「
か

て
～
り
」
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら

「
第
５
次
椎
葉
村
長
期
総
合
計
画
」
の
３

年
度
と
な
り
ま
す
。
将
来
像
を
「
夢
・
生

き
が
い
・
幸
せ　

か
て
～
り
の
里
・
椎
葉
」

と
し
、
私
の
５
期
目
と
し
て
掲
げ
て
お
り

ま
す
「
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
の
再
生
」

を
よ
り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
柱
と
し
て
、
５
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
ま
し
た
。

一
、
快
適
に
住
め
る
村
づ
く
り

二
、
い
き
い
き
と
働
け
る
村
づ
く
り

三
、
生
涯
み
ん
な
で
学
び
あ
え
る
村
づ

く
り

四
、
健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り

五
、
未
来
に
共
に
歩
め
る
村
づ
く
り

以
上
の
５
本
の
柱
か
ら
な
る
「
村
づ
く
り

の
基
本
姿
勢
」
で
将
来
的
な
課
題
へ
の

対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
村
の
平
成
26
年
度
当

初
予
算
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

54
億
４
，０
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
ま
す
と
３
億
７
，３
０
０
万
円
、

７
．３
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
行
き
不
透
明
な
時
代
に
あ
っ
て
は
、

地
方
自
治
体
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
行
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
自
主

的
・
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
安
定
的
な
自
主
財
源
の
確
保
が
不
可

欠
な
こ
と
か
ら
、
村
内
産
業
の
活
性
化
を

図
り
、
自
主
財
源
の
比
率
を
高
め
る
と
と

も
に
、
行
財
政
改
革
を
一
層
推
進
し
、
行

政
と
し
て
の
事
業
の
妥
当
性
、
効
率
性
お

よ
び
村
民
の
満
足
度
な
ど
総
合
的
な
観
点

か
ら
精
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

本
村
が
真
に
担
う
べ
き
事
業
を
選
択
し
、

限
ら
れ
た
財
源
を
集
中
し
て
い
く
堅
実
な

村
政
の
経
営
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、
自
主
自
立
の
精
神
の

も
と
、
個
性
と
活
力
に
満
ち
た
豊
か
な
地

域
社
会
の
創
造
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
国
の
動

向
、
経
済
動
向
を
見
き
わ
め
な
が
ら
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
全
力
を
傾
注
し
、
住
み
よ
い
活
力
の
あ

る
村
づ
く
り
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

ど
う
か
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
26
年
度
　

当
初
予
算

３
月
定
例
議
会
で
、
本
年
度
の
予
算
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
編
成
は
、
第
５
次
椎
葉
村
長
期
総
合
計
画
の
将
来
像
「
夢
・

生
き
が
い
・
幸
せ　

か
て
～
り
の
里
・
椎
葉
」
な
ら
び
に
「
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
の

再
生
」
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
念
頭
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
平
成
26
年
度
予
算
の
施
政
方
針
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
の
予
算
は
？

椎
葉
村
の
村
づ
く
り

地
方
財
政
は
？

椎
葉
村
の

当
初
予
算
編
成
は
？
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一般会計

前年度比 ３億6,300万円（7.1％）増

平成26年度
椎葉村 当初予算 54億4,000万円
平成２６年度がスタートしました。
椎葉村の予算内容をお知らせします。

■歳入（目的別）　　　　　　　　単位：千円

財　源 区　　分 金　額 増減率

自主
32.3%

村 税 420,940 △ 3.5%

繰 入 金 1,341,505 45.1%

諸 収 入 162,700 11.5%

使 用 料  他 180,319 38.3%

依存
67.7%

地 方 交 付 税 2,100,000 2.4%

国庫･県支出金 699,362 2.8%

村 債 396,700 △ 29.7%

交 付 金  他 138,474 △ 5.0%

歳 入 合 計 5,440,000 7.1%

■歳出（性質別）　　　　　　　　単位：千円

経　費 区　　分 金　額 増減率

義務的
33.1%

人 件 費 906,233 6.7%

扶 助 費 169,930 3.2%

公 債 費 672,163 0.4%

投資的
26.4%

普通建設事業費 1,417,857 6.1%

災害復旧事業費 10,000 66.7%

その他
40.5%

物 件 費 617,458 9.2%

補 助 費 等 618,878 17.2%

繰 出 金  他 1,027,481 7.2%

歳 出 合 計 5,440,000 7.1%

①

②

③

④

①自主財源とは……村が自主的に収入できる財源

（村民税や固定資産税、各種手数料や財産収入など）

②依存財源とは……国県等から配分や交付される

財源（地方交付税や国県支出金等）

③義務的経費とは……支出が義務づけられ、削減

が極めて困難な経費

④投資的経費とは……支出の効果が資本形成に向

けられ、道路や施設など将来に残るものに支出

される経費

■特別会計予算状況　単位：千円

特別会計名 金　額 増減率

国 民 健 康 保 険 500,749 5.5%

簡 易 水 道 事 業 132,413 △58.5%

国 保 病 院 事 業 618,137 16.6%

電 気 事 業 503,436 21.2%

介 護 保 険 事 業 361,597 △0.4%

後 期 高 齢 者 医 療 87,459 6.7%

ケーブルネットワーク事業 71,369 △8.5%

特別会計合計 2,275,160 0.6%

■一般会計歳出（目的別）　  単位：千円

区　　分
２６年度

当初予算額
２５年度

当初予算額
増減率

議 会 費 69,268 69,667 △ 0.6%

総 務 費 1,362,679 1,079,991 26.2%

民 生 費 714,067 754,178 △ 5.3%

衛 生 費 502,374 485,217 3.5%

労 働 費 1,180 1,022 15.5%

農林水産業費 732,714 690,216 6.2%

商 工 費 96,916 93,127 4.1%

土 木 費 516,979 540,234 △ 4.3%

消 防 費 64,858 77,051 △ 15.8%

教 育 費 694,660 607,956 14.3%

災 害 復 旧 費 10,000 6,000 66.7%

公 債 費 671,305 669,341 0.3%

予 備 費 3,000 3,000 0.0%

歳出合計 5,440,000 5,077,000 7.1%

　村民一人あたりの予算額（一般会計）
　　　一人あたり　　1,739,687円
　　　一世帯あたり　4,345,048円
　　※３月１日現在、住民基本台帳より算出
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平
成
26
年
度
に
取
り
組
む

主
な
事
業
を
第
５
次
椎
葉
村

長
期
総
合
計
画
の
５
つ
の
柱

ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

快
適
に
住
め
る
村
づ
く
り

○
地
籍
調
査
事
業

・
・
・
１
億
１
３
７
７
万
円

　

土
地
の
位
置
や
形
状
、
隣
接
地
と

の
境
界
を
正
確
に
示
す
た
め
の
調
査

を
行
い
ま
す
。（
上
椎
葉
・
野
老
ヶ
八

重
・
下
椎
葉
）

○
村
道
維
持
・
改
良
工
事

・
・
・
２
億
８
０
５
０
万
円

　

村
道
の
維
持
・
舗
装
改
良
に
必
要

な
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
林
道
維
持
・
開
設
・
舗
装
事
業

・
・
・
１
億
２
２
０
０
万
円

　

林
道
の
維
持
・
開
設
舗
装
に
必
要

な
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

・
・
・
１
０
０
０
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
備
品
購
入

等
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

い
き
い
き
と
働
け
る
村
づ
く
り

○
九
州
大
相
撲
場
所
観
戦
事
業

・
・
・
１
９
５
万
円

　

村
内
の
高
齢
者
を
対
象
に
大
相
撲

観
戦
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

○
高
性
能
林
業
機
械
等
整
備
事
業

・
・
・
６
０
０
万
円

　

林
業
機
械
等
の
購
入
お
よ
び
リ
ー

ス
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

・
・
・
７
２
０
万
円

　

村
内
で
の
購
買
促
進
を
図
る
た
め
、

お
得
な
商
品
券
の
発
行
を
行
い
ま
す
。

○
間
伐
促
進
事
業・

・
・
１
４
０
０
万
円

　

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業
に

よ
り
実
施
し
た
間
伐（
搬
出
）施
業
に

対
し
て
、
平
成
29
年
度
ま
で
助
成
し

ま
す
。

生
涯
み
ん
な
で
学
び
あ
え
る

村
づ
く
り

○
高
校
生
生
活
支
援
補
助

・
・
・
１
７
２
８
万
円

　

村
外
で
学
ぶ
高
校
生
の
保
護
者
に

対
し
て
、
月
２
万
円
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

○
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業

・
・
・
２
億
９
０
３
万
円

　

老
朽
化
し
た
不
土
野
小
学
校
と
松

尾
小
学
校
の
校
舎
の
整
備（
改
修
）を

行
い
ま
す
。

○
青
少
年
ア
ジ
ア
友
好
の
翼
事
業

・
・
・
３
８
９
万
円

　

国
際
感
覚
を
持
っ
た
青
少
年
を
育

成
す
る
た
め
、
中
学
３
年
生
を
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
派
遣
し
ま
す
。

健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る　

村
づ
く
り

○
健
康
増
進
法
事
業

・
・
・
２
２
６
２
万
円

　

生
活
習
慣
病
予
防
を
推
進
し
、
村

民
の
健
康
保
持
に
努
め
ま
す
。

○
予
防
接
種
事
業・

・
・
１
２
１
８
万
円

　

各
種
予
防
接
種
事
業
お
よ
び
結
核

検
診
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

・
・
・
４
７
０
万
円

　

介
護
予
防
と
高
齢
者
等
の
社
会

参
加
を
推
進
す
る
た
め
に
、
各
地
域

で
交
流
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
機
能
訓
練
等
の
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

未
来
に
共
に
歩
め
る
村
づ
く
り

○
し
い
ば
の
里
山
保
全
・
資
源
活
用
推

進
事
業

・
・
・
１
５
０
万
円

　

里
山
の
保
全
お
よ
び
資
源
活
用

に
対
す
る
活
動
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

○
集
落
支
援
道
路
維
持
対
策
事
業

・
・
・
３
３
８
万
円

　

道
路
維
持
管
理
が
困
難
な
地
域
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
飲
料
水
管
理
支
援
事
業

・
・
・
５
８
８
万
円

　

高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
の
み
等

の
世
帯
に
対
し
て
水
や
り
の
支
援
や

施
設
管
理
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
、

水
道
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
ま
す
。
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平
成
26
年
度
か
ら
住
宅
用
地
に

か
か
る
「
固
定
資
産
税
の
負
担

調
整
措
置
」が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
用
地
に
お
け
る
土
地
の
負
担
調
整
措
置
の
見
直
し
に
よ
り
、
負
担
水
準
が
「
90
％
以

上
１
０
０
％
未
満
」
の
土
地
に
つ
い
て
は
課
税
標
準
額
を
前
年
度
と
同
額
に
据
え
置
か
れ
た

措
置
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
で
負
担
調
整
措
置
に
よ
り
価
格
が
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
た
場
合
、
平
成
26

年
度
か
ら
増
額
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
評

価
額
に
応
じ
た
課
税
標
準
額
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
。
平
成
６
年
度
に
宅
地
の
評
価

額
を
適
正
な
時
価（
地
価
公
示
）の
７
割
を

目
処
に
す
る
と
決
め
た
こ
と
に
よ
り
、
評

価
額
と
課
税
標
準
額
の
均
衡
が
崩
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
均
衡
を
短
い
期
間
で

直
す
こ
と
は
、
納
税
者
の
大
き
な
負
担
に

な
る
こ
と
か
ら
、
期
間
を
か
け
て
調
整
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
今
年
度
の
評
価
額
と

前
年
度
の
課
税
標
準
額
を
比
較
し
た
割
合

の
負
担
水
準
を
出
し
て
、
そ
の
負
担
水
準

に
応
じ
て
今
年
度
の
課
税
標
準
額
を
決
め

る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
８
２（
67
）３
２
０
５

　
　
　
　
　
　
　
　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
０
５
２

負
担
調
整
措
置
と
は

負担水準とは

　本来の評価額に対し、前年度の課税標準額がその程度
の割合であるかを示したものです。

負担水準（％）＝　　　
前年度課税標準額

　　　　　今年度評価額×住宅用地特例率

課税標準額とは 税金の基になる金額です。
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健
康
だ
よ
り
№198

　

椎
葉
村
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
気
持

ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
人
の
話
を
聴
く
た

め
の
技
術
や
コ
ツ
を
学
ぶ
「
傾
聴
講
座
」

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
ま

で
に
、
延
べ
１
２
１
人
が
受
講
し
、「
傾

聴
と
は
？
」
か
ら
じ
っ
く
り
学
ん
で
き
ま

し
た
。

　

毎
年
受
講
し
、
傾
聴
の
技
術
を
磨
い
て

き
た
方
々
も
多
く
い
ま
す
。
そ
の
様
な

方
々
を
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て

養
成
し
、
住
民
に
気
軽
に
話
せ
る
人
と
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
心
の
不
調
を
訴

え
る
人
の
早
期
介
入
を
目
的
に
、
平
成
24

年
度
に
は
、
更
な
る
傾
聴
の
技
術
を
も
っ

た
「
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
養

成
の
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
講

座
を
修
了
し
た

４
人
が
現
在
、

「
聴
き
ミ
ミ
隊
」

と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

「
聴き

きき

ミみ

ミみ

隊た
い

」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
「
傾
聴
」
と
は
、
人
の
話
を
た
だ
聞
く

の
で
は
な
く
、
注
意
を
払
っ
て
、
よ
り
深

く
、
丁
寧
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
す
。
自

分
の
訊
き
た
い
こ
と
を
訊
く
の
で
は
な

く
、
相
手
が
話
し
た
い
こ
と
、
伝
え
た
い

こ
と
を
、
受
容
的
・
共
感
的
な
態
度
で
真

摯
に
「
聴
く
」
行
為
や
技
法
を
指
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
相
手
へ
の
理
解
を
深
め
る

と
同
時
に
、
相
手
も
自
分
自
身
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
納
得
の
い
く
判
断
や
結
論

に
到
達
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が

傾
聴
の
ね
ら
い
で
す
。

「
聴
き
ミ
ミ
隊
」
の
主
な
活
動
内
容

①「
な
ご
み
の
会
」
へ
の
参
加

　

心
の
病
を
持
ち
な
が
ら
、
自
宅
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
の
生
活
指
導
や
交

流
を
目
的
に
年
10
回
開
催
。
聴
き
ミ
ミ
隊
も
参
加
し
、
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②「
家
族
の
集
い
」
へ
の
参
加

　
「
な
ご
み
の
会
」
対
象
者
の
家
族
同
士
の
交
流
、
病
気
の
理
解
を
目
的
に
年
２

回
開
催
。
聴
き
ミ
ミ
隊
も
参
加
し
、
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
家
庭
訪
問

　

村
内
の
全
家
庭
を
目
標
に
順
次
訪
問
し
ま
す
。

④
活
動
報
告
会

　

月
１
回
、
保
健
師
も
入
り
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
報
告
し
、
疑
問
点
の
解
消
や
、

情
報
の
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

⑤
傾
聴
講
座
の
受
講

　

傾
聴
技
術
の
更
な
る
向
上
の
た
め
、自
分
の
傾
聴
の
振
り
返
り
の
た
め
に
受
講
。

⑥
精
神
保
健
福
祉
連
絡
会
・
自
殺
予
防
推
進
協
議
会
へ
の
参
加

　

精
神
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
お
よ
び
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
や
、
椎
葉
村
の
自
殺
予
防
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
年
２
回
開
催
。

自
分
た
ち
の
活
動
を
報
告
し
、
民
生
委
員
等
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
傾
聴
」
と
は

あなたも「聴
き

き
き

ミ
み

ミ
み

隊
た い

」として
活動しませんか？

▲平成25年度に開催された
　傾聴講座の様子

　隊員を増やし、「聴きミミ隊」の活動をより充実
させるため平成２６年度は下記のとおり『聴きミミ
隊養成講座』を開催します。この講座には、現役の
聴きミミ隊も参加する予定です。

◎募集対象
・おおむね７０歳くらいまでの人
・傾聴に興味、関心のある人
・講座修了後に「聴きミミ隊」として村内での

訪問活動ができる人（普通運転免許取得者）
◎養成講座日程
　平成２６年５月～８月、全６回
　（１回につき３時間の講座）
◎講座開催場所
　総合保健センター「すこやか館」
◎講座内容
　「講義と演習」
　講師：市民団体「ヘルプラインいのち」
◎申込み方法
　平成２６年５月９日（金）までに
　健康づくりグループに電話でお申込みください。

　現役の聴きミミ隊も隊員が増えることを心待ちに
しています。『聴きミミ隊養成講座』に一人でも多く
の人が参加し、『聴きミミ隊』の充実した活動ができ
ますよう、ぜひご協力をよろしくお願いいたします。
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健康だより〈No.198〉
　

４
月
18
日
は
「
よ
い
歯
の
日
」
で
す
。

　

健
康
な
体
や
楽
し
い
食
事
の
た
め
に
も
、
よ
い
歯
を
保
つ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
で
は
80
歳
ま
で
20
本
の
歯
を
保
つ
『
８
０
２
０
運
動
』
も

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、よ
い
歯
を
保
つ
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

４
月
18
日
は『
よ
い
歯
の
日
』！

　

食
べ
物
を
噛
む
と
口
の
中
で
唾
液
が
分

泌
さ
れ
ま
す
。
唾
液
は
口
の
中
で
食
べ
か

す
や
細
菌
を
洗
い
流
し
て
清
潔
に
保
っ
た

り
、
虫
歯
の
原
因
と
な
る
酸
の
働
き
を
弱

め
た
り
し
ま
す
。

　

唾
液
を
十
分
に
分
泌
さ
せ
る
た
め
に
は

食
べ
物
を
よ
く
噛
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

柔
ら
か
い
食
品
ば
か
り
食
べ
、
噛
む
回
数

が
少
な
い
と
唾
液
の
分
泌
は
減
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

●
よ
く
噛
む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
な
ど
噛

み
ご
た
え
の
あ
る
食
品
を
取
り

入
れ
る
。

・
食
材
は
大
き
め
に
切
る
。

　

よ
い
歯
を
保
つ
た
め
に
は
、
食
事
回
数

と
タ
イ
ミ
ン
グ
も
大
切
で
す
。
食
事
回
数

が
あ
ま
り
に
多
か
っ
た
り
、
常
に
飴
や

ジ
ュ
ー
ス
を
摂と

っ
て
い
た
り
す
る
と
、
口

の
中
は
虫
歯
が
で
き
や
す
い
環
境
に
な
り

ま
す
。
食
事
は
だ
ら
だ
ら
と
続
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
寝
て
い
る
間
は
唾
液
の
分
泌
が

減
り
、
虫
歯
が
で
き
や
す
い
環
境
に
な
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
寝
る
前
に
食
事
を
す

る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
口
内
環
境
を

整
え
る
た
め
に
、

食
事
は
１
日
３

回
規
則
正
し
く

と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

歯
に
や
さ
し
い
甘
味
料
と
し
て
『
キ
シ

リ
ト
ー
ル
』が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。キ
シ
リ
ト
ー

ル
に
は
次
の
よ
う
な
働
き
が
あ
り
、
歯
を

丈
夫
で
健
康
に
保
つ
手
助
け
を
し
ま
す
。

○
虫
歯
の
原
因
と
な
る
酸
を
作
ら
な
い

○
虫
歯
の
原
因
菌（
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
）の

働
き
を
弱
め
る

※
も
ち
ろ
ん
口
内
環
境
を
整
え
る
た
め
に

は
、
歯
磨
き
で
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
上
で
キ
シ
リ
ト
ー
ル
を
活
用
し
、

虫
歯
の
で
き
に
く
い
口
内
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

キ
シ
リ
ト
ー
ル
入
り
の
お
菓
子
で
あ
っ

て
も
、
砂
糖
や
他
の
甘
味
料
が
混
ぜ
て
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
虫
歯
に
な
り
に
く
い
食
品
を

選
ぶ
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
定
保
健
用

食
品
マ
ー
ク
や
歯
に
信
頼
マ
ー
ク
の
つ
い

た
商
品
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

よ
く
噛か

ん
で

　
　
食
べ
ま
し
ょ
う
。

規
則
正
し
い
食
事
を

　
　
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

キ
シ
リ
ト
ー
ル
を
上
手
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

キ
シ
リ
ト
ー
ル
製
品
は

ど
れ
で
も
い
い
の
？

よく噛む野菜チップ

★作り方
① ゴボウの皮をむき、長さ５㎝ほどに切り、それを

また２㎜ほどの薄切りにする。
② 水に浸してあく抜きをして、水気を取る。
　 （人参、レンコンも同様）
③ 市販の唐揚げ粉をまぶして、１７０℃の油でカラッ

とするまで揚げる。

エネルギー：４７kcal
カルシウム：２１mg

★材料（１人分）

・ゴボウ・・・・・・・・・・１５ｇ

・レンコン・・・・・・・・１５ｇ

・人参・・・・・・・・・・・・１５ｇ

・揚げ油・・・・・・・・・・適量

・市販の唐揚げ粉・・１ｇ

　電子レンジなどで作るとよりヘルシーに作ることもで
きますよ。子どものおやつ、お父さんたちのおつまみに
もおすすめです。ぜひ、ご家庭で作ってみてください。

おおもり歯科クリニックさんレシピ提供
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▲

最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
岩
切
教
諭

【去勢子牛の部】
優等２席　廣末 克彦 さん（不土野上）
恋福松号（福之国×忠富士×安平）

【雌子牛の部】
優等３席　尾前牧場（矢立）
しいば２３１号（美穂国×百合茂×平茂勝）

椎葉
晃充
村長の

３月の
動き

１
日　

第
５
回
し
い
ば
好
き
人
感
謝
祭

４
日　

庁
議

　
　
　

観
光
協
会
理
事
会

６
日　

嘱
託
職
員
採
用
試
験

７
日　

次
世
代
育
成
支
援
対
策

　
　
　
　

地
域
協
議
会

　
　
　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

11
日　

３
月
定
例
議
会

14
日　

村
教
職
員
教
育
論
文
表
彰
式

15
日　

県
消
防
大
会

16
日　

椎
葉
中
学
校
卒
業
式

18
日　

西
米
良
村
長
選
挙
出
陣
式

19
日　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

運
営
協
議
会

　
　
　

障
害
者
福
祉
施
策
推
進
協
議
会

20
日　

自
家
用
分
権
検
討
会（
東
京
都
）

23
日　

尾
向
ヘ
リ
ポ
ー
ト
場
落
成
祝
賀
会

24
日　

交
通
安
全
合
同
会
議

　
　
　

社
協
理
事
会

26
日　

国
道
３
２
７
号
石
原
工
区
開
通
式

27
日　

入
札

　
　
　

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　

郡
町
村
会
総
会

28
日　

和
牛
改
良
組
合
総
会

　
　
　

園
芸
部
会
総
会

31
日　

自
治
功
労
者
表
彰
等
伝
達
式

　
　
　

退
職
者
離
任
式

村のできごと

　

２
月
27
日
、
延
岡
市
で
３
月
期
子
牛
郡

共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
椎
葉
村
か
ら
２
頭

が
優
等
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
椎

葉
村
は
団
体
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

３
月
期
子
牛
郡
共
進
会

椎
葉
村
団
体
表
彰
！

教
育
研
究
論
文

　
　
　
　

表
彰
式

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会
で
は
、
村
内
の
教

職
員
の
日
頃
の
研
究
と
実
践
の
成
果
を
募

り
、
教
育
研
究
論
文
の
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。
研
究
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も

に
、
教
育
実
践
に
関
す
る
科
学
的
研
究
を

推
進
し
、
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。今
年
度
も
多
く
の
応
募
が
あ
り
、

表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
３
月
14
日
・
役
場
大
会
議
室
）

村
長
賞
（
最
優
秀
賞
）

　

岩
切 

武
志 

教
諭
（
尾
向
小
）

【研究主題】
思考力・判断力・表現力等を育成す
る社会科指導の工夫
～社会科副読本と教科書を関連付け
た指導を通して～

受 賞 者 一 覧
【村議会議長賞】

山田 敬一 教諭（不土野小）
【教育委員長賞】

宮本 清香 教諭（椎葉中）
【教育長賞】

齋藤 由香 教諭（小崎小）
【優秀賞】

大﨑 美穂 教諭（椎葉小）
髙橋 まゆみ 教諭（大河内小）

【奨励賞】
四角目 浩行 教頭（椎葉小）
早田 茂美 教頭（小崎小）

【入　選】
横山 久美子 養護教諭（椎葉中）
飯干 尚 教諭（尾向小）
飯干 香 教諭（尾向小）
椎葉 綾香 講師（尾向小）
加藤 学 教諭（椎葉中）
見越 詳子 講師（椎葉中）
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３
月
13
日
、
椎
葉
中
学
校
寄
宿
舎

「
醇
和
寮
」
で
退
舎
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
親
元
を
離
れ
、
友
人
た
ち
と
手
を

取
り
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
き
た
醇
和
寮

で
の
最
後
の
夜
。
保
護
者
、舎
監
の
先
生
、

後
輩
た
ち
と
最
後
の
夕
食
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
醇
和
寮
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か

ら
の
高
校
生
活
に
活
か
し
、
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

椎
葉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
お
別
れ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
卒
団
式
で
は
、

卒
団
者
全
員
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。○

大
会
結
果

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
】

　

優　

勝　

杉
の
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

準
優
勝　

松
尾
イ
ー
グ
ル
ス

　

第
３
位　

尾
向
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

第
４
位　

小
崎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
】

　

優　

勝　

松
尾
少
女
バ
レ
ー

　

準
優
勝　

椎
小
フ
レ
ン
ズ

【
剣
道
の
部
】

　

優　

勝　

尾
前 

和の
ど
か 

さ
ん（
尾
向
小
）

　

準
優
勝　

椎
葉 

純あ
つ

大ひ
ろ 

さ
ん（
椎
葉
小
）

　

３　

位　

椎
葉 

菜な

な々

花か 

さ
ん（
尾
向
小
）

【
卓
球
の
部
】

　

椎
葉
中
学
校
卓
球
部
と
練
習
試
合

　

３
月
16
日
、
椎
葉
中
学
校
卒
業
証
書
授

与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
卒

業
生
は
、
男
子
８
人
、
女
子
13
人
の
計
21

人
。
今
回
、
松
尾
中
学
校
と
統
合
し
て
初

め
て
の
卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
代
表
答
辞
で
は
、
学
校
の
先

生
、
友
人
、
両
親
へ
の
感
謝
の
言
葉
や
３

年
間
の
思
い
出
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
高
校
生
。
そ
れ
ぞ
れ
が

椎
葉
か
ら
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
旅
立
ち

ま
す
。 醇

和
寮
で
の

　
　

最
後
の
夜

別
れ
・
旅
立
ち
の
と
き

村のできごと

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

お
別
れ
大
会

（
３
月
８
日
・
村
総
合
運
動
公
園
）
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椎
葉
村
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

第
５
回 

し
い
ば

　
　

好
き
人
感
謝
祭

　

３
月
１
日
・
２
日
の
２
日
間
、
県
内
外

か
ら
約
60
人
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
に
参

加
い
た
だ
き
、「
し
い
ば
好
き
人
感
謝
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
や
、
下
駄
作
り
体
験
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

松
岡
貞
見
さ
ん（
上
椎
葉
中
２
）は
、
自

分
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

椎
葉
小
学
校
に
通
学
す
る
児
童
の
見
守

り
「
子
ど
も
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
都
市
部
で
は
子
ど

も
が
通
学
中
に
被
害
を
受
け
る
事
件
も
発

生
し
て
お
り
、
松
岡
さ
ん
の
パ
ト
ロ
ー
ル

で
安
心
し
て
児
童
た
ち
が
通
学
し
て
い
ま

す
。
松
岡
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
あ
い
さ
つ
と
輝
い
て
い
る
瞳
に
元
気
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
月
10
日
か
ら
19
日
の
10
日
間
、
全
国

町
村
会（
東
京
都
）の
前
田
夏
樹
さ
ん（
24

歳
）が
椎
葉
村
役
場
で
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
消
防
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
の
撥
水
訓
練

や
や
ま
び
こ
通
信
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。

【
前
田
夏
樹
さ
ん
か
ら
一
言
】

　

10
日
間
の
間
、
た
く
さ
ん
の
方
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
や
さ
し
さ

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

椎
葉
村
で
出
会
っ
た
人
、
文
化
、
自
然

は
私
に
と
っ
て
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
大
好
き
な
椎
葉
村
を
応
援
し
て

お
り
ま
す
。

　

３
月
23
日
、
約
70
人
が
参
加
し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
約
５
キ
ロ
の
道
の
り

を
歩
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
は
み
ん
な
で

豚
汁
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
、
教
育
長
室
で
耳
川
生
コ
ン

協
同
組
合
理
事
の
鈴
木
克
裕
氏
か
ら
教
育

長
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
宮
崎
県
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
が
通
学
等
の
防
犯
を

目
的
に
、
県
内
の
小
学
１
年
生
に
贈
呈
を

行
っ
て
お
り
、
村
内
の
入
学
生
全
員
に
贈

呈
さ
れ
ま
す
。

ウォーキング大会!

新１年生に防犯
ブザーを贈呈

子
ど
も
た
ち
の

　
　

見
守
り
活
動

椎
葉
村
で
研
修

村のできごと



Public Relations of  SHIIBA 11 2014（H26）4月号

カメラ さんぽ

わくわく・ドキドキ
体験学習

向山へリポート完成!

元気に泳ぐこいのぼり!

　

３
月
26
日
、
国
道
３
２
７
号
石
原
バ
イ
パ

ス
の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
道
路
の
幅
員
が
狭
く
、
車
両

の
離
合
が
大
変
で
し
た
が
、
今
回
の
バ
イ
パ

ス
に
よ
り
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

距
離
が
４
０
０
ｍ
、
時
間
に
す
る
と
約
５

分
の
短
縮
と
な
り
ま
す
。

　３月１１日、すこやか館で中学３年生が参加
し、わくわく・ドキドキ体験学習が行われました。
　この学習では、妊婦体験や乳児の沐浴体験、
乳幼児とのふれあいなどが行われました。
　妊婦体験では、予想以上の重さや大変さを
知ることができ、乳幼児とのふれあいでは、
一緒に踊ったり、遊んだりと楽しいふれあい
ができました。

　新下松尾地区にたくさんの鯉のぼりが元気に泳い
でいる倉庫があります。倉庫の持ち主は松岡伸一さん
（下松尾）で、季節ごとに倉庫の装飾をされたりして
います。今では、地元住民の楽しみの一つになって
いるようです。

　３月23日、平成25年度に整備された向山ヘリポートの完成に
伴い、ドクターヘリ要請訓練ならびに祝賀会が行われました。訓
練では、山林伐採中の事故を想定し、第10部と第11部の団員に
よる救助とドクターヘリへの搬送を行いました。
　訓練終了後は、ドクターヘリの展示があり、見学に来られた住
民が記念撮影をされていました。
　尾向地区は、台風災害などで孤立してしまうことから、急病者
の搬送などが問題となっていました。その問題も、今回のヘリ
ポートの整備によって改善されました。

石
原
バ
イ
パ
ス
開
通
！

▲開通式典でのテープカット！
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椎葉村役場 職員配置図村　長 　椎　葉　晃　充

副村長 　黒　木　保　隆 村の新体制を紹介します平成26年度 
（４月１日現在）

課　　名 課　　長 グループ名（業務内容）
グループ長 主幹・副主幹 グループ員

議会事務局
（監査）

　　☎ 67-3209
無料☎ 7-67-0091

事務局長

清田 勇人

議　会（議会運営・監査）

岡村 晃美

総　務　課
（選挙管理委員会）

（公平委員会）
　　☎ 67-3201
無料☎ 7-67-0021

椎葉 勇

行　政（人事・行政区・消防交通・広報・消費者行政・選管・人権）

椎葉 聖哉 椎葉 富美
中瀬 寿則
岡村 美和
那須 彰徳

財　務（財政・住宅・村営バス・財産管理）

松岡 正社 右田 邦子
椎葉 竜也
荒竹 潤一
那須 一聡※

地域振興課
　　☎ 67-3203
無料☎ 7-67-0031
　　　 7-67-0032

椎葉 和博

企画情報（長期総合計画・サポーター・かて～りネット等地域づくり全般）
椎葉　豊 那須 裕樹 椎葉 惇平※

商工観光（観光・商工労働・物産流通・各種イベント・国定公園等・農産加工）

雇用対策室長兼務
綾 美智代

松岡 謹直
尾前 貴大
黒木 晏夏

雇用対策室（愛郷プロジェクト）

那須 晋太郎

出　納　室
　　☎ 67-3210
無料☎ 7-67-0101

会　計（収入支出に関すること・基金管理）
日隈 浩一

（会計管理者） 尾前 幸子

税務住民課
　　☎ 67-3205
無料☎ 7-67-0051
　　　 7-67-0052

谷川 修二

税　務（税金・国民健康保険税外）

那須 稔
椎山 操（参事）
黒木 誉胤
中瀬 裕樹

住　民（戸籍・住民記録・年金・環境衛生・廃棄物外）
那須 和志 那須 るり子 藏座 ゆき美

地籍調査室
※連絡先は　　　
税務住民課と同じ

課長兼地籍グループ長

黒木 治実

地　籍（地籍調査）
椎葉 健太
尾前 大地

農林振興課
（農業委員会）

　　☎ 67-3206
無料☎ 7-67-0061
　　　 7-67-0062

課長兼
畜産振興グループ長

尾前 広史

農業振興（農政・農業委員会・漁協・農業土木）

椎葉 今朝志 那須 力男
椎葉 幸治 松岡 哲寛

畜産振興（畜産・家畜診療）

桑原 資子 熊谷 博道
松岡 陽平

林業振興（林業政策・獣害対策・作業道・特用林産・治山）

甲斐 万寿也
椎葉 豊武
那須 建
椎葉 智成

建　設　課
　　☎ 67-3207
無料☎ 7-67-0071
　　　 7-67-0072

右田 忠仁

施設管理（簡易水道・村営発電所の維持管理）

椎葉 隆文 那須 孝寛
甲斐 顕正

道路管理（村道・林道の維持管理）

椎葉 貴幸 那須 伸二 尾前 義文
出口 将史

※は平成26年度新規採用職員　　太字は4月1日付け異動職員
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小学校・中学校 勤務
学 校 名 給食調理員 学校用務員

共同調理場
椎葉小学校
小崎小学校
松尾小学校
椎葉中学校
醇　和　寮

藏座 祐子
椎葉 美幸
廣末 ツユ子
那須 裕美子
右田 世佳　
山中 ルリ子
椎葉 藤香
甲斐 浩子

尾 向 小 学 校
甲斐 町子 椎葉 茂子

不土野小学校
大河内小学校 椎葉 廣美

児童館・保育所 勤務
施 設 名 保育士

上 椎 葉 児 童 館 山中 ちどり
野平 夏美

鹿野遊へき地保育所 那須 智美

向 山 児 童 館 西村 三容子
椎葉 智子

不土野へき地保育所 椎葉 祥子
小 崎 児 童 館 椎葉 ユカリ
大河内へき地保育所 濵砂 早苗

松 尾 児 童 館 甲斐 友梨
椎葉 夏妃

教育委員会
　　☎ 67-2850
無料☎ 7-67-0081
　　　 7-67-0082
教育長

甲斐 眞后

山本 直美

学校教育（学校教育・奨学金・寄宿舎）
山本 圭吾

右田 ちいほ（寮）
甲斐 睦宏

椎山 今朝子（寮）
甲斐 辰男（寮）
椎葉 みお

派遣指導主事
山腰 孝幸

社会教育（生涯学習・公民館・PTA・婦人会）

椎葉 清吉
黒木 久美子
椎葉 恵子
梅北 実利

福祉保健課
（保健センター）

　　☎ 68-7510
　　　 68-7512
　　　 68-7513
無料☎ 7-68-7510
　　　 7-68-7512
　　　 7-68-7513

保健センター所長
地域包括支援セン
ター所長

那須 秀徳

福　祉（高齢者・母子・父子・児童・障がい者の福祉・災害救助）

椎葉 友和 椎葉 洋平 椎葉 康太郎

健康づくり（健康づくり・予防接種・感染予防・国保病院の運営補助）

山中 千夏 尾前 裕香
金丸 瑠美

ほけん（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療・地域包括支援センター）

椎葉 邦子

椎葉 洋介
中瀬 妙子
右田 和磨
中竹 綾乃
宮崎 卓也

国民健康保険病院
　　☎ 67-2008
無料☎ 7-67-0001
　　　 7-67-0002
院長

吉持 厳信
副院長

森 隆之
医長

井上 俊樹

事務長

甲斐 敬敏

技術管理（医事・給食・薬局・検査・リハビリ）

中瀬 育生

医　事 那須 康平
給食（管理） 甲斐 ミハル
薬　局 那須久美子･右田ひづる
検　査 吉田 望
リハビリ 尾川 晴一

看　護（外来・病棟）

看護師長

山本 ヤエ子

外　来
外来主任  椎葉 睦美
山中 伴子･椎葉 京子
椎葉 晴美

椎葉 里恵子
椎葉 美由紀
岡村 ひより※

病　棟

病棟主任  甲斐 惠子
山中 みすの･那須 文代
安藤 裕子・尾前 玲子

那須 美代子･椎葉 清美
椎葉 真由美･椎葉 智子
那須 寿美･椎葉 芽衣子
中村 香代･甲斐 文
松岡 睦美

平成２６年３月３１日付退職者（２人）
福祉保健課　椎葉 美郷
教育委員会　黒木 加恵

【椎葉村社会福祉協議会出向】事務局長　那須 暢明
【宮崎県庁派遣】副主幹　那須 健司

課　　名 課　　長 グループ名（業務内容）
グループ長 主幹・副主幹 グループ員
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お 知 ら せ

▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
４
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
固
定
資
産
税
〕（
１
期
）

■
納
期
限　
　

４
月
30
日（
水
）

■
口
座
振
替　

４
月
28
日（
月
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

自
動
車
税
は
納
期
限
内
に
！

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
宮
崎

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
・
総
務
事
務

所
の
ほ
か
、各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

自
動
車
を
お
持
ち
の
人
は
、
６
月
２
日

（
月
）ま
で
に
、
自
動
車
税
を
納
め
て
く
だ

さ
い
。

　

も
し
、
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
と
き
は
、
お
近
く
の
県
税
・

総
務
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
が
い
者
の
人
の
た
め
に
使
用

す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
、
納
期
限
ま
で
に
申
請

す
れ
ば
、
自
動
車
税
の
一
定
額
が
減
免
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
県
税
・
総
務
事
務
所

　

☎
０
９
８
２（
35
）１
８
１
１

建
設
業
の
事
業
主
、
労
働
者

の
皆
さ
ん
の
た
め
の　
　

「
建
退
共
制
度
」

　

建
退
共
制
度
は
、
建
設
業
の
建
設
現
場

で
働
く
労
働
者
の
た
め
の
退
職
金
共
済
制

度
で
す
。
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、確
実
、

申
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
労
働
者
を
雇
用
す
る
建
設
業
事

業
主

■
共
済
の
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
労
働
者

■
掛
金　

日
額
３
１
０
円（
証
紙
で
納
入
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
退
共
宮
崎
県
支
部

　

☎
０
９
８
５（
20
）８
８
６
７

九
州
電
力
か
ら　
　
　
　
　

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　

こ
い
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近

で
の
こ
い
の
ぼ
り
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行

わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
一
こ
い
の
ぼ
り
や
、
釣
り
糸

が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取

ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

                

九
州
電
力
株
式
会
社

名
称
変
更
し
ま
し
た

　

日
向
市
、
門
川
町
、
美
郷
町
、
諸
塚

村
、
椎
葉
村
の
１
市
２
町
２
村
で
構
成
す

る
「
日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
」
で
は
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
名
称
を
「
日

向
東
臼
杵
広
域
連
合
」に
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、東
臼
杵
群
北
部
の
旧
３
町（
北

浦
町
、
北
川
町
、
北
方
町
）と
延
岡
市
と

の
合
併
に
伴
い
、
東
臼
杵
群
を
構
成
す
る

自
治
体
が
、
広
域
連
合
構
成
団
体
の
２
町

２
村（
門
川
町
、
美
郷
町
、
諸
塚
村
、
椎

葉
村
）の
み
と
な
り
、
広
域
連
合
の
名
称

に「
南
部
」を
標
記
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、「
日
向
東
臼
杵
広
域
連
合
」

に
変
更
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
圏
域
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全

と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
効
率
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
広
域

行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
向
東
臼
杵
広
域
連
合

　

☎
０
９
８
２（
53
）３
４
０
１

▽
相
　
談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

４
月
８
日
・
５
月
13
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

村内のうごき  ●３月１日現在
　男　 1,452人（±0）
　女　 1,465人（－3）
　計　 2,917人（－3）
世帯数 1,187戸（－3）

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』
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椎葉村国保病院 Infomation
「
お
願
い
」 

　

病
院
受
診
の
際
は
、
必
ず

保
険
証
を
ご
持
参
い
た
だ
き
、

窓
口
に
て
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
確
認
が
で
き
な
い

場
合
は
、
保
険
適
用
が
で
き

な
く
な
り
、
全
額
自
己
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。   

院
長　

吉
持
厳
信

広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）

▽
募
　
集

ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会　
　

参
加
者
募
集

　

人
材
を
求
め
る
県
内
企
業
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
、
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
出

会
い
の
場
と
し
て
、
県
外
３
会
場
で
就
職

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
・
会
場

　

大
阪　

５
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル

　

福
岡　

５
月
18
日（
日
）

　
　
　
　

天
神
ビ
ル

　

東
京　

５
月
25
日（
日
）

　
　
　
　

都
道
府
県
会
館

■
開
催
時
間

　

13
時
～
16
時（
受
付
12
時
～
）

■
対
象
者

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

　

新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者

■
参
加
企
業

　

県
内
に
事
業
者
等
を
有
し
、
県
内
で

就
業
す
る
人
材
を
募
集
す
る
企
業（
参

加
企
業
は
、
宮
崎
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。「
宮
崎
県
就

職
説
明
会
」
で
検
索
）

■
参
加
料　

無
料（
事
前
申
込
み
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
地
域
雇
用
対
策
室

　

☎
０
９
８
５（
26
）７
１
０
５

職
業
訓
練
生（
離
職
者
対
象
）

募
集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
で
は
、
次
の

と
お
り
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
再
就

職
に
向
け
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ま
で
と
違
う
自
分
を
見
つ
け
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
訓
練
期
間

　

７
月
２
日
～
12
月
26
日（
６
ヶ
月
）

■
訓
練
科

　

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
人

　

金
属
加
工
科　
　
　
　
　
　
　
　

18
人

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科　
　
　
　
　

33
人

　

電
気
設
備
科　
　
　
　
　
　
　
　

15
人

　

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科　
　
　
　
　

18
人

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
～
６
月
２
日

■
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

■
受
講
料　

無
料

　
　
　
　
　

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡

　

☎
０
９
８
２（
37
）０
６
７
５

　
　
　
　
　

▽
催
　
し

Ｇ
・
Ｗ
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

○
銘
水
の
郷
釣
り
大
会

■
日
時　

５
月
３
日（
土
）

　
　
　
　

受
付
開
始　

７
時
30
分
か
ら

■
場
所　

耳
川
支
流　

病
院
下
河
川
敷

■
料
金　

小
学
生
以
上
５
０
０
円

○
椎
葉
村
郷
土
芸
能
の
夕
べ

■
日
時　

５
月
３
日（
土
）～
５
日（
月
）

　
　
　
　

20
時
か
ら

■
会
場　

椎
葉
村
民
俗
芸
能
博
物
館

■
入
場
料　

大
人　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

子
ど
も　

３
０
０
円

■
イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
観
光
協
会

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
１
３
９
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出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

椎
葉 

亮あ
き

博ひ
ろ 

く
ん

（
内
ノ
八
重
）
秀
巳
・
ロ
ク
サ
ン 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

那
須 

畩
晴 

様
（
85
歳
）

仲　

塔
（
奥　
　
　

村
）

　

那
須 

瑞
穂 

様
（
84
歳
）

鹿
野
遊
（
大　

久　

保
）

　

椎
葉 

ト
ミ
子 

様
（
93
歳
）

尾　

向
（
向
山
日
当
中
）

　

椎
葉 

ヒ
デ
ノ 

様
（
92
歳
）

不
土
野
（
不
土
野
上
）

　

黒
木 

律
子 

様
（
69
歳
）

小　

崎
（
入　

子　

蒔
）

　

黒
木 
智
枝
子 

様
（
82
歳
）

栂　

尾
（
尾　
　
　

崎
）

　

那
須 
タ
ツ
エ 

様
（
95
歳
）

仲　

塔
（
奥　
　
　

村
）

　

尾
前 

満 

様
（
76
歳
）

尾　

向
（
水　
　
　

無
）

　

松
岡 

し
と
み 

様
（
岩
屋
戸
上
）

（
故 

松
岡 

ヒ
サ
子 
様
）

　

那
須 

安
雄 

様
（
奥　

村
）

（
故 

那
須 

畩
晴 

様
）

　

椎
葉 

ミ
ワ
子 

様
（
向
山
日
当
中
）

（
故 

椎
葉 

ト
ミ
子 

様
）

　

那
須 

フ
ヂ
子 

様
（
大
久
保
）

（
故 

那
須 

瑞
穂 

様
）

　

椎
葉 

イ
ツ
子 

様
（
熊
本
県
錦
町
）

（
故 

椎
葉 

ハ
ツ
エ 

様
）

　

黒
木 

紀 

様
（
入
子
蒔
）

（
故 

黒
木 

律
子 

様
）

　

那
須 

春
美 

様
（
奥
村
）

（
故 

那
須 

タ
ツ
エ 

様
）

　

椎
葉
村
内
に
、
椎
葉
で
多
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
猪
、
鹿
の
た
め
、
食
肉
に
加
工

す
る
工
場
を
作
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
福
井
で
は
、
や
は
り
農
作
物
を
荒
ら

し
、
困
っ
て
い
る
猪
を
、
へ
し
こ（
ぬ
か
漬
け
）に
加
工
し
た
り
、
肉
巻
き
お
に
ぎ

り
に
し
た
り
と
、
無
駄
に
殺
し
て
土
に
埋
め
る
の
で
は
な
く
、
せ
っ
か
く
お
い
し

い
の
で
、
産
物
と
し
て
売
り
出
し
て
い
る
み
た
い
で
す
。
鹿
、
猪
の
牧
場
じ
ゃ
な

い
け
ど
、動
物
園
み
た
い
な
も
の
を
作
っ
て
、子
ど
も
の
鹿
、猪
も
お
い
て
お
く
と
、

子
ど
も
た
ち
に
も
可
愛
が
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
工
場
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
若
者
の
雇
用
の
場
も
増
え
る
し
、
永
住
す
る
若
者
を
増
や
し
、
村
の
人

口
を
増
や
す
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　

那
須 

紀
美
子 

様（
日
向
市
）

○
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
椎
葉
村
な
ど
の
中
山
間
地
域
で
は
獣
害

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
斉
駆
除
な
ど
で
対
策
は
し
て
い
る
も

の
の
、
ま
だ
ま
だ
獣
害
は
減
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
那
須
様
が
ご
提

案
さ
れ
た
加
工
場
も
検
討
さ
れ
て
い
て
、
近
隣
町
村
に
建
設
さ
れ
た
加
工
場

の
視
察
の
計
画
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
確
か
に
、
猪
も
鹿
も
食
用
と
し
て

活
用
出
来
れ
ば
い
い
な
と
私
自
身
も
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
お
い
し
い
で
す

も
ん
ね
。
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
梅
吉
）

　

椎
葉
よ
り 

七
草
パ
ッ
ク 

届
い
た
と 

娘
は
い
と
し
み 

七
草
粥
に

　

原
田 

静 

様
（
宮
崎
市
）

○
椎
葉
の
七
草
で
つ
く
る
七
草
粥
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
椎

葉
の
七
草
は
全
国
に
発
送
さ
れ
ま
し
た
。
お
正
月
の
ご
ち
そ
う
で
少
し
疲
れ

た
胃
腸
に
優
し
く
染
み
渡
り
ま
す
よ
ね
。（
梅
吉
）

広報しいばに届いた
お便りをご紹介します！

投稿

戸
籍
だ
よ
り
（
２
月
届
出
分
）

香
典
返
し

（
２
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

１
日　

特
定
・
後
期
高
齢
者
・
若
者
健
診

　
　
　

結
核
・
大
腸
が
ん
・

　
　
　
　

前
立
腺
が
ん
検
診（
〜
20
日
）

３
日　

憲
法
記
念
日

　
　
　

銘
水
の
郷
釣
り
大
会

　
　
　

郷
土
芸
能
の
夕
べ（
～
５
日
）

４
日　

み
ど
り
の
日

５
日　

こ
ど
も
の
日

６
日　

振
替
休
日

９
日　

基
礎
雌
牛
所
有
者
総
会

10
日　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
大
会

11
日　

扇
山
山
開
き

上
旬　

区
長
・
区
長
代
理
・

　
　
　
　

組
合
長
研
修
会

12
日　

成
牛
市

13
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
ヒ
ブ
・
ポ
リ
オ
・
日
脳
）

　
　
　

椎
葉
中
修
学
旅
行（
～
16
日
）

14
日　

ふ
れ
あ
い
交
流
学
習
草
川

　
　
　
　
（
～
16
日
）

17
日　

第
３
回
耳
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

３
村
青
年
合
同
音
楽
イ
ベ
ン
ト

18
日　

家
庭
の
日

19
日　

子
牛
市（
～
20
日
）

20
日　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
小
児
肺
炎
球
菌
・
Ｍ
Ｒ
）

21
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

25
日　

村
内
小
中
学
校

　
　
　
　

眼
科
検
診
・
各
種
検
診

27
日　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
四
混
・
三
混
）

　
　
　

妊
婦
相
談
・
乳
児
健
診

30
日　

特
設
人
権
相
談

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

下
旬　

危
険
箇
所
調
査

　
　
　

有
害
駆
除
協
議
会
総
会

５
月
の
主
な
行
事
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梅
一
輪
我
が
家
の
上
空
日
本
晴
れ

白
雪
や
ご
み
に
絡
ま
れ
日
焼
け
色

春
菜
の
苦
み
噛
み
し
め
話
が
は
ず
み

つ
く
し
ん
ぼ
誰
が
刈
っ
た
か
丸
坊
主

食
卓
に
春
菜
並
ば
ぬ
時
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　

中
瀬　

ヤ
ス
エ

向
き
合
ひ
て
阿
蘇
も
久
住
も
笑
ひ
初
む

閉
め
忘
れ
る
こ
と
も
あ
り
し
春
障
子

　
　
　
　
　
　
　
　

那
須　

正

早
春
の
古
城
密
か
と
靄
か
か
る

白
酒
を
酌
む
母
の
顔
喉
滲
み
る

徐
と
春
を
唄
ふ
子
野
路
独
り

紅
梅
の
冴
へ
馥
郁
と
風
そ
よ
ぐ

三
月
の
母
の
鍬
音
真
摯
な
り

教
卓
に
誰
が
活
け
た
か
猫
柳

紅
梅
の
小
枝
来
て
鳴
く
鳥
も
い
る

山
鳩
の
す
っ
か
り
懐
く
上
巳
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

中
瀬　

汀

校
舎
よ
り
響
く
楽
器
の
日
永
か
な

寸
程
の
す
み
れ
草
今
朝
首
も
た
げ

苗
木
植
う
久
方
振
り
の
晴
天
に

芽
牡
丹
に
声
を
か
け
る
や
有
ご
こ
ろ

静
か
な
る
梅
園
人
の
多
く
居
て

紅
梅
の
ひ
と
つ
は
す
で
に
芝
を
染
め

も
の
の
芽
に
這
い
つ
く
ば
ふ
て
カ
メ
ラ
び
と

（
故 

那
須
瑞
穂
氏
を
偲
び
て
）

飾
餅
熱
き
茶
で
呑
み
逝
か
れ
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　

小
丸
川　

隆

啓
蟄
や
し
べ
り
や
雪
で
な
ん
の
そ
の

夢
を
見
て
想
い
を
込
め
る
春
茸
よ

春
光
バ
ス
の
時
間
よ
分
掛
け
る

人
づ
く
よ
耳
川
ド
ー
ロ
春
眠

二
月
ゆ
く
郷
内
閣
で
発
足
す

　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

勝

避
難
令
さ
け
び
つ
み
き
さ
ん
殉
死
せ
り

避
難
令
を
と
め
は
殉
死
声
の
こ
し

尊
き
か
殉
死
の
清
秋
三
、一
一

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
木　

八
重
子

４
月
号
は
角
光
雄
先
生
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
た
め
、
選
評
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

角
光
雄
先
生
の
一
日
も
早
い
ご
回
復
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

俳
句
募
集　

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て
く

だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

平
成
22
年
５
月
号
か
ら
今
号
ま
で
全
48
号
。
今

号
で
梅
吉
の
最
終
号
と
な
り
ま
す
▼
４
年
と
い

う
期
間
は
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た

▼
取
材
に
行
っ
た
先
々
で
優
し
く
迎
え
て
く
れ

た
村
民
の
皆
さ
ん
。
と
て
も
懐
い
て
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
温
か
い
お
便

り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
や
励

ま
し
で
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
▼
こ
の
４
年
間
は
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な

い
仕
事
で
あ
り
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
梅
北
実
利
）

新
任
者
挨
拶

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
広
報
担
当
と
な
り
ま

し
た
、那
須
彰あ

き

徳の
り

で
す
。村
内
の
た
く
さ
ん
の
人
・

も
の
・
景
色
に
触
れ
、
そ
の
魅
力
を
皆
さ
ん
と

共
有
で
き
る
よ
う
な
広
報
づ
く
り
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

編
集
後
記

Editor's C
om

m
ent

今月の表紙  Cover Message

　
卒
業
は
、
３
年
間
苦
楽
を
と
も
に
し

た
友
人
た
ち
と
の
別
れ
の
と
き
で
あ

り
、
椎
葉
か
ら
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て

羽
ば
た
く
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
高
校

で
は
、
親
元
を
離
れ
て
の
生
活
な
ど
大

変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
椎
葉
の
子
ど
も
た
ち
な
ら
乗
り

越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
高
校
生
活
に
な
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

『頑張れ！！』

　

扇
山
山
開
き
で
は
、
安
全
祈
願
祭
や

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
の
式
典
の
ほ
か
、
宝

探
し
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

登
山
道
も
比
較
的
登
り
や
す
く
、
お
お

む
ね
１
時
間
30
分
で
頂
上
ま
で
登
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

石
楠
花
が
咲
き
、
小
鳥
の
心
地
よ
い
さ

え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
の
登
山
。
扇
山
の

雄
大
な
自
然
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
：
５
月
11
日（
日
）

　
　
　
　

受
付
開
始　

午
前
９
時
30
分
か
ら

■
会
場
：
扇
山
松
木
登
山
口

■
費
用
：
無
料

『
扇
山
山
開
き
』

■問い合わせ先
　椎葉村観光協会
　☎０９８２－６７－３１３９

イ
ベ
ン
ト
情
報
！



■
編

集
・

発
行

／
椎

葉
村

総
務

課
　

〒
8

8
3

-1
6

0
1

 東
臼

杵
郡

椎
葉

村
大

字
下

福
良

1
7

6
2

番
地

1
　

TEL 0
9

8
2

-6
7

-3
2

0
1

　
FA

X
 0

9
8

2
-6

7
-2

8
2

5
　

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
／

http://w
w

w
.vill.shiiba.m

iyazaki.jp
■

印
刷

／（
有

）ソ
ー

ゴ
ー

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス
　

広
報

し
い

ば
４

月
号

　
2

0
1

4（
H

2
6

）N
o.7

2
6

　しいば好き人の皆さんお帰りなさい！
　３月１日・２日に『第５回しいば好き人ファン感謝祭』が行われ
ました。今回は62名も椎葉村に帰って来てくださり、おつるちゃん
も好き人の皆さんと一緒に参加して、楽しく過ごしました。ファン
感謝祭では、１日目にフォトロゲイニング、２日目に下駄作り体験をして、皆さんとても喜んでいました。
　また、３月17日・18日に小倉駅にて『熊本・宮崎山の恵み観光物産展』が行われ、おつるちゃんも一緒
に観光PRをしてきました。写真を撮ってもらったり、握手をしたりと、とても人気者でした。
　これからも、たくさんの人に愛されるおつるちゃんでいて
ね！っと思うスタッフでした。

３月・４月と言えば…
卒園・卒業おめでとうございます。
そして、入園・入学おめでとうございます。
椎葉村にも春がやっとやってきました。
山桜・岩ツツジなどの花々が、少しずつ
顔を出していますよ。
おつるちゃんは、椎葉村の春の花大好きです♪
フェイスブックページ：
　fb.com/otsuruchan.shiiba
チェックしてみて

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！25
しいば好き人の皆さんお帰りなさい！の巻

　日本全土の日当たりの良い山野や土手、農耕地近傍
などに自生するネギ科ネギ属の多年草です。晩秋から
長さ20 ～ 30cm程の線状の葉を２～４個程付けて越冬
し、初夏には60cm程の花茎の先に一つの散形花序を
つくり、「零

む か ご

余子」という栄養繁殖器官を多数つけま
す。個体によっては開花しないこともありますが、零
余子は淡紫色の球形状に成長し、無性生殖を行います。
地下の球状鱗茎が分球することでも増えます。蒜

ひる

は昔
からネギやニンニク、ノビルなどの総称でした。鮮烈
な芳香と噛んだ時のピリピリ感があり、野生の蒜とい
う意から「野蒜」となったようです。古くから春の代
表的な食用摘み草として各地で親しまれてきました。
本村や熊本県球磨郡では、「ノビリ」とも呼ばれます。
かつて焼畑跡地やソノ（常畑）辺りに多く見られ、鱗茎
や葉を生食したり、ノビル味噌、味噌汁の具、卵とじ
などで食されました。

（九州大学演習林  椎葉康喜・内海泰弘）

ノビル
38椎葉の生き物

▲小倉駅でいつきちゃんと一緒に! ▲おつるちゃんはみんなの人気者です! ▲しいば好き人の皆さんと記念撮影

BOOK  CORNER
　

ま
っ
し
ろ
な
画
用
紙
に
く
れ
よ
ん
の

き
い
ろ
く
ん
が
ち
ょ
う
ち
ょ
を
描
い
た
。

そ
し
て
「
ち
ょ
う
に
は
お
花
が
必
要
だ

ね
」
と
友
だ
ち
を
つ
れ
て
く
る
。
さ
て
、

何
色
を
つ
れ
て
く
る
か
な
。
そ
の
次
は

な
に
い
ろ
く
ん
？ 

１
ペ
ー
ジ
ご
と
に
色

の
数
が
増
え
、楽
し
い
絵
が
で
き
あ
が
っ

て
い
く
。
け
れ
ど
く
ろ
く
ん
だ
け
は
出

番
が
な
く
て
し
ょ
ん
ぼ
り
。
と
こ
ろ
が

意
外
な
と
こ
ろ
で
大
活
躍
す
る
こ
と
に
。 

○椎葉村民図書室の蔵書を、インターネットで検索できます。
　http://www.lib-finder2.net/shiiba
■問い合わせ先　椎葉村教育委員会
　☎0982-67-2850　無料☎767-0082

　枝豆大好き！ 虎太朗く
ん。口いっぱい入れて食
べてます。兄ちゃんの真
似したり喧嘩したり大忙
し。元気に大きく育って
ね☆

右田 虎
こ

太
た

朗
ろ う

 くん（２歳）
大河内（本　郷）

おとうさん：浩 さん
おかあさん：里美 さん

未来にはばたけ！

『くれよんのくろくん』
【出版社】童心社

（さく・え）なかや みわ


